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11.人口動態の推移
昭和61年人口動態調査の出生数は57，783人 (4.8%減〉減少し，出生率〈人口千

対〉も 11.1と毎年低下傾向で推移している。死亡数は25，502人 (2.596増)，死亡率

は4.9となり前年よりO.1増加した。

婚姻数は45---48年をピークに減少， 61年は 29，697件 (2.49百減)，婚姻率はラ.7と

戦後最低となった。一方，離婚数は36年以後顕著な上昇を続け， 58年にピークを迎

えたが， 59年から減少に転じ， 61年は 6，634件 (3.396減)，離婚率は 1.27とわずか

ながら増加に歯どめがかかっている。

出生率と死亡率の年次推移
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注)乙の去は人口動態調査による白人口勤態調査は明治32年から実施されたもので，各市町村が戸籍法i乙よ
る届出及びその他の関係書類壱資料として作成した人口翻恕票を固において分担集計したものである。
なお， ζの去の数は日本人の本県内に常住地を有するものである。出生，死亡，死産，婚姻，離婚はその
年Ir.発生した数である。悶和15年の死亡散には戦死者， m~病死者数は合まれない。

資料 昭和50年までは，厚生省大臣官房統計情報部「人口動態の概況J， 51年以
降は薬務課「千葉県衛生統計年報」


